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払田柵跡第 l次 5か年計画の最終年にあたり F 昭和53年度の発掘調査は?学術調

を主体とした第12次補足調査@第13次発掘調査と，地域内の土木 e建築事業に伴

う現状変更の事前調査である第14，，-，22次発掘調査が行なわれました。

第12次補足調査@第13次発掘調査においては，政庁域の精査@政庁南門@内郭南

門跡の発見確認等，内郭中枢部解明のための大きな成果を収めることができました。

ここにヲ本年度の発掘調査の概要を刊行するにあたって?日頃ご指導ご高配を

わっている顧問? 文化庁の関係各位?ご支援ご協力をいただきました関係各校に対

しき深甚なる感謝の意を申し述べます円

昭和 54!rf 3月 31Iミi

秋田県教育委

教育長 畠 出 芳
げ
れ
ド
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l 本年度は，調査の速報を編集方針とし，全所員が発掘調査と整理作業にあたった。発抑制

作成にあたり，次のとおり分担し，黒丸三郎・小松fI日割J~ .田村龍子が協力した。
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払田櫛跡調査事務所の昭和53年度は 9 早くも第 1次 5か年計画の最終年であって9 この間，

幾多の諸問題をはらみながらも?常に，地域開発計間 e 環境改善等の現状変更に対応しつつ，

当遺跡の性格を追求し，多大な考古学的成果を収めてまいりましたが9 本年度は第12次発掘調

査において確認した 9 内郭中枢部の追跡 e 精査の年でありました。

花って，第12次補足調査と第13次発掘調査としての政庁域南前方地域の関連遺構確認を主眼

としヲ地域の土木，建築事業に伴う現状変更に対処する事前調査である第14--22次発掘調査を

実施しました。

その結果ラ第12次補足調査 e 第13次調査によって 9 政庁域の遺構の精査F 政庁南門跡 e 内郭

市内助;の発見ヲその間の遺構状態等の把握確認というヲ当遺跡中枢部の解明のための貴重な成

を4又めることができました。

この成果によって，昭和54年度以降の第 2次 5か年計商を展開するための基点が確立された

ものと考えます。

今，本年度の発掘調査の概要をまとめ 9 当事務所の年報を刊行することになりましたが9 こ

れが今後の学術研究上並びに遺跡保存の一助になれば幸甚で、あります。

なお，調査研究にあたって，文化庁記念物諜@奈良国立文化財研究所@顧問 秋田大学教授

新野註吉氏 e 宮城県多賀城跡調査研究所のご指導ご助言に心から感謝を申し上げるとともに，

地元f山北町。同教育委員会・千畑村・同教育委員会および，土地所有者@作業員の皆様のご協

力に対して雰厚くお礼申し上げます。

昭和 54年 3月 31日

秋田県払回柵跡調査事務所

所長高橋 司

-1-



E 調査計画と実績

昭和53年度の発掘調査は「払田櫛跡発掘調査要項J に基づく p 第 1次 5か年計画の最終年度

にあたる。発掘調査費については，秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総経費 950万

向のうち 9 国庫補助額475万円)を得たので，次のような「昭和53年度 払回柵跡発掘調査計

画(案)_jを立案した。

第 1表発揮讃 言十頭表

調査次数 調査地域 調査面王室 調査期間 備 考

内郭地区中央南部 1，400 m' 4 月，-~10月

第12次補足調査は昨年度の第12次発掘調査の未精査地点および調査結果の再検討から生じた

諸問題を解決すべく実施したものである。第13次発掘調査は，第12次補足調査と並行しておこ

ない。政庁南門跡と内郭南門跡を発見することができた。

第14次発掘調査は，当初千畑村本堂城廻字百目木地内の外郭線北東部を予定していたが，仙

北町長森地内の現状変更申請書の提出があわ現状変更不許可となったため9 急きょ移転先の

発掘調査を実施することになれ変更することになった。しかしヲ第14次発掘調査は調査条件

が充分満たされなかったため，来年度継続調査することとした。

第15~22次発摺調査は，現状変更申請書の届出に伴なう事前調査として実施したもの

である。本調査(第19次発掘調査は除く〉は管理団体である仙北町および{山北町教育委員会が

経費の一部を負担し，当事務所に発掘調査の依頼があったものである。

昭和53年度の発摺調査の実績はつぎのとおりである。

-2-
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第2表発掘調査実舗装

調査次数 調 査 地 域 発掘面積 調査期間

第12次補
内郭地区中央南部 1，4001li' 5月16日--12月25日

第13次

第 14次 外郭地区南東部(大谷地20-1.. 21) 1601li' 11月14日.-_'11月21日

早坂地
日~

第 16次 外郭地i三西部(早坂197. 199) 401ll 4 月 18 日 ~4 月 28 日

第 17次 真山地区 351li' 4月29日--5月17日

第 18次 外郭地区南西部(館前98) 841li' 8月23日.....， 8月26日

第 19次 外郭地区南西部(館前99・100-1) 1201ll 9 月 18 日 ~9 月 20 日

第 20次 外郭地区東部(森1I荷106) 551li' 8月29日---9月 1日

第 21次 外郭地区南部(仲谷地25) 121li' 9月16日--10月18日

第 22{大 外郭地区北西部(森合125-2) 2811l 10月 30 日 ~ll月 1 日

l仁L1 計 10 地区 2，1791!l 

なお，年間を通して出土遺物・資料の整理をおこなった。

-5-



第 12次補 足 調 査

電 欝査経過

昨年度第12次発掘調査として概要を報告したがヲ時間@経費等の制約によれ未調査@精査

の正確を期すことができなかった箇所についてヲ本年度第12次補足調査として実施した(注 1

〉。本調査の目的は次のとおりでおる。(1 )東路殿の建替回数の把握。(2) S B 129建物

の建替回数と建物の性格の見通しを得る。(3) s b 123 (板塀:跡)の建替回数の確認と実態

精査を継続する。(4)調査区北東の土犠を発掘する。当報告は上記の結果をまとめたもので

ある。

5月16日，昨年度未， よる遺構損傷を防ぐため埋戻しをおこなったのでヲ

土からはじまった。 20日， T31から基準点の移動を開始しヲ 6 月 3~9 1::Jにかけて遣り方を

した Q

S D172の東端に未発掘となった土境 (SK178・179• 204 • 205 • 206)の調査を始めた。 S

K204では完形土器が倒置されたかたちで10数点発見できたがヲ 埋土の観察からは土器焼成跡、

と考えられず多土境とした遺構群の性格について多様に考えざるをえない。土境の調査は 6月

27.28日写真撮影.29. 30日実誤IJを終了した。

6月7• 8日SB129建物の現況写真撮影後，柱穴の立割りを開始した。この結果，東西側

柱列では 3期ヲ南北妻j'JIJj中央柱では 2期の切合を確認し， 全 3期と判断した。 SD 123ri持は 7

月5日から精査を開始し， S D123は2時期であること 12尺等間の柱痕跡および板痕跡など全

体にわたり検出した。 SB 129南北妻但IJ中央柱の掘形。柱痕跡を SD123Bの遺構が切っている

ことを，平面と断面で観察した (7月24日)0 8月31日空 S B129とSD123の実測を完了した。

S E130井戸跡は多 6月29日-7月2日ま した。 当初政庁域内， 東脇殿の西側，

にあるため歩出土遺物に期待したが，土師器10数点しか発見できなか 6った。

東脇殿は多南妻柱列と北妻柱列の柱穴を立割った。南妻柱列は第 i・2期の切合い

をおこなった。第日期の掘形埋土から 9 e 土師器の杯形土器(各 1点〉の出土をみたの

は貴重である (7月 5--21日)。北妻柱列では北西隅柱と中央柱の 2本を立割り歩全 6期の建

立を実証した(7月14日-8月21日)0 9月 7~16 日までヲ建物の写真撮影をおこない9

査を終了した0

10月9日国立歴史民俗博物館考古総主幹関田茂弘氏が来跡され歩現地をつぶさに視察してい

ただいたところ， S B 129建物内を SD123Aが通過しているか否かの確認を要すると
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第 2図 第12. 12次補定調査発見遺構図

あり， S D123を立割ったところ. S D123B しか確認できず， S D123AはSB129南北

妻{立IJ中央柱に接続し，建物17"lを通過していないことが判明した。 この事実によって SB 129建

物の性格を櫓とすることが不可能となれ再考せざるをえなくなった。その後，後述の SB24 

6建物を発見したので， S B 129建物を政庁東門跡と仮称することにした。(注 2) 

注 1 秋田県教育委員会払田棚跡調査事務所 1978: r払田櫛跡調査事務所年報1977 払田棚跡J

注 2 岡田茂弘先生に感謝申上げます。
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2 発見遺構

本調査においてはp 建物ム

遺構の説明をおこなう。

1.潜しおよび土;膿 5などの精査をした。以下この)1演で

( 1 ) 東路殿跡 (第 3図，図版 2"， 4)

正殿跡南東に位置する稔

柱の南北棟建物である。昨

年度の調査では第 l期から

第¥'1期までの確証を得るこ

とができなかったが，柱穴

の切合関係から全 6期建立

の建物と実証できた。

SB120建物 〔第 i期〕

(第 4・5凶， I:ZJ版 3・4) 

南北拐、桁行6間(18.0m) 

×梁行 2間 (7.2m)で総柱

の掘立柱建物であろう。柱

間寸法は桁行10尺等間.梁

行12尺等間であろう。柱掘

形は一辺が1.3.....， 1.4 m.のほ

ぼ方形で，深さ約 l.Omで

ある。南西隅柱・北西隅柱

で柱掘形の

ものである。

を確認しfこ

床束の掘形は一辺0.9，....，1

.Omの方形を呈し，埋土は

明赤褐色土で混入物はない。

SB121A建物 〔第五期〕

(第 4・5図，図版 3・4) 

南北棟掘立柱建物で，桁

。

第 3関東脇殿
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行 6関(18.Om) X梁行 2間 (7.2)mで総柱の

建物であろう。南妻柱列第E期の掘形は第 L期

の柱根を抜取ったあと，西側によせている。柱

掘形は東西1.3.......1.5 m. 南北1.6--1.7 mの長方

形である。柱痕跡、の直径は0.6m程である。

床束の掘形は平面観察による(-. 0.7 m 前後

の楕円形で多第 l期掘形内にある。掘形内には

大小〈約O.48 x O. 45 m， O. 2 x O. 15 m )の按石が

入っている。埋土は明赤褐色土@褐色粘質土で

ラ土器片・炭化物が 5%程混入している。

SB121B建物 〔第E期)

南北棟桁行 5間×梁行 2間で，総柱の掘立柱

建物であろう。柱掘形は切合いのため一部しか

確認できなかった。第 1.日期と比較して規模

第 4図 58120，5B121A"-'D-3建物

が縮小されている。

床束は，第 E期と向位置であろう o

SB121C建物 〔第VI期〕

南北棟桁行 5間×梁行 2間で，総柱の掘立柱建物であ

ろう。柱掘形は切合いのため一部しか確認できながった。

第亜期と同規模であろう。

SB121D建物〔第V期〕

南北棟桁行 5間×梁行 2間の掘立柱建物である。柱間

平均Ji!t南住は桁行 14.29m (北から2.95+2.7十2.7ト2.93

十3.01m) ，梁行6.47m(西から3.18十3.29rn )であり

による桁行48尺(北から10十 9十 9十日十10)ラ

Lー)斗ー」巳コェゴ

第 5図 S 8120ヲ 5日121A-21建物

梁行22尺 (11-1-11)であろう。北から 2問自の東西側柱は柱痕跡がなく礎石と忠われる。柱掘

形は1.6，....，2. 0 rnの楕円形で直径0.5rn前後の柱痕跡がある。第五f期と同規模であろう。

SB122建物 〔第VI期〕

南北棟桁行 5間×梁行 2間で総柱の掘立柱建物である。柱間は不揃いであるが平均距離は桁

行12.65rn (北から2.63十2.4十2.58+2.6+2.44m) ，梁行6.37m (西から3.17+3.2m)であ

り，計画尺による桁行8.5尺等間， 梁行11尺等閑であろう。柱掘形は1.0--1.2mのほぼ円形で

直径0.45m前後の柱痕跡があれ埋土は黒褐色土である。第!期~第V期に比較して規模が縮
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小され9 北東方向に動いている。

(2) SE130井戸監事 (第6図，図版 4-2) 

東脇殿の西側に隣接する井戸別:である。確

認部では9 直後約1.45mの円形を呈L.上端

からO.8mほどすり鉢状で，さらにO.8mほど

に掘込まれ，岩盤近くでふくらみをもち 9

{).4mほどで底面lこ達する。底面は凸凹がはげ

しく平坦ではないり底面から弘 7mほどまでは

露出する岩盤の石片が投げ込まれた状態で、あ

る。木枠は認められずp 土器が10数点出土し

たにすぎなし、。故に SE 130 I土井戸と確定で

きなかったが，その位置を，政庁域の建物配

置から考えると，日常的には使用されず特殊

な場合に利用されたとも考えられる。

(3)政庁東門跡(第7，.._， 91翠，図版 5• 6 ) 

昨年度の調査では l時期の建物で櫓跡とし

たが，補足調査の結果，南北僚で桁行 3間×

梁行 2問の掘立柱建物で， 3時期の建立と確

認し， r政庁東門跡」と仮称することにした円

また， S X202とした遺構;ま9 政庁東門の北

妻側中央柱となることがわかった。南北妻{日，Jj

中央柱は 2時期の切合いしか確認できなかっ

fこ。

七一 J 

W 一一一一 H:42.80m 一一一一-E

8毘 S E130井戸平盟国・土層図

S B129建物内を SD123溝が通過している。 SD123はAeBの2時期である。 SD123 B 

はSB 129内を通過している(第 9図)がp S D123Aは南北妻側中央柱と接している。 した

がって. S D123AとSB129は同時存在であるが， S B 123B期には SB129は存在しなかった

ことになる。 SB129A • B • Cは同位置の切合いなので，同規模の建物であろう。

SB129A建物 〔第 i期J (第 8図，図版 6) 
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南北棟で桁行 3問×梁行 2

間の掘立柱建物であろう。柱

掘形は不整楕円形で，切合い

のため一部しか確認できなか

た。埋土は炭化物(約 1%

〉を含む褐色土である。

SB125B遺物 〔第百期〕

(第 8図，図版 6) 

南北棟で桁行 3間×梁行 2

間の掘立柱建物で、あろう。柱

掘形;立方形@不整橋円形で9

切合いのため一部しか確認で

JM .1 

寸ー

" "ー

きなかった。埋土は炭化物( 第 7図 S思129建物

約 2%)を含む褐色粘質土で、ある。

8B129C建物 〔第臨期J (第 8図，図版 6) 

南北棟で桁行 3間×梁行 2間の掘立柱建物で、ある。柱間平

均距離は桁行4.78m (北から1.52+1.68+ 1. 58 m入梁行4.5

m (西から2.35+2.15 m )であり，計画尺による桁行15.5パ

( 5十5.5十 5)伊梁行15尺 (7.5十7.5)である。柱掘形は円

7f:~ .不整楕円形を呈し，埋土は炭化物(約 2--3 %)を含む

褐色土で，柱痕劫:は暗褐色土である。

(4) 8D123溝 (第iD'""12図，図版 7• 8 ) 

政JrJ或東程1]を画する潜で穿調査は39mにわたった。昨年度の

は 3n寺期としたが多精査の結果， A o Bの2時期である

ことがわかった。 SD123は南端部で SD144溝と直角に接する

ことを確認した。

SD123A溝〔第 I期〕

S D123Aは. B期と同位置にあるため， 構造物の痕跡を確

認できなかった。溝の掘形は上面rIi高40--50cz九歳面幅約25cmの

布掘りで，壁は垂車に近し、。埋土は炭化物(約 1%)を含む赤

-11-
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第 9図 S 8129建物内

S D1238土層圏
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褐色土である。

SD123B講〔第E期〕

S D123B溝の掘形は，上面幅約46.5c叫

底面幅約35c11t， 深さ約70Cl1Lの布掘りである。

埋土は土器片 e炭化物(2 --.; 3 %)を含む

褐色土である。板痕跡は幅約15cm，厚さ約

lOcJnで、ほぼ東壁に接している。板痕跡の長

車!~:土溝;こ沿って 1 {刊であるが. J F87グリ

ットでは角材(約20x15cm)が並行してい

る。板痕跡と角材痕跡の埋土は，炭化物@

土器片を含むにぶい黄掲色粘質士で，板本才

@角材ーを固定したと思われるほどしまって

L、る。

核痕跡のほかに，ほぽ12尺等間に並ぶ柱

痕跡がある。この柱痕跡は，方形の掘形〔

約45x39clIL)をもち，柱は角材(約26x21

C7n)ヲある L、は丸太材(直径約20c11t)であ

る。柱間距離は3.5--3.9mで9 平均距離

3.6mであり， ほぼ12尺等間である(第12:

図)。柱痕跡の埋土は褐色粘質土である。

( 5) 土境 (第13図)

本調査では， S D172溝の南北に，土境

5.東脇殿の南東にその他 lを検出した。

土成;土. S X 176盛土整地を掘り込んだも

ので. S K178・204・205・206はSD 172: 

tll!~ に切られている。

SK178土境 (第13図，図版 9-2) 

S K205土壊の西側 し， S D172r持

に切られている。不整楕円形を呈し，南東

摘はやや張り出している。南北約3.0m，



ι
ひ

第13図 第13次発掘調査A地震発見遺構図

東西約2・5m，深さ約0・25mで，壁は怠に立よ刀込る o )正面は素掘りじりで、!l~き iliî はみられな L 、c境内に焼土・炭化物はなく，こと師器・須恵J44・鉄;序@輔の羽口が出ことしている。
SK179土墳 (第13・14国，凶版9-3 ) 

z。不整円形を呈し南北2.2m， 東西
S D172溝の北側に位置し. S K205土臓に切られてレ

2.4mで，南側が一段高くなっている。

1層は，土器片・炭化物(1 %)) 

ゆる Jやか り， 底面は öl~l している。四ヨ
む時掲色土で，第 2)語はにぶヤ赤褐色粘頁ゴこであ

ーァo 回く，炭化物がみられ， に埋められたようである。
土治九および外側には，直径lO"...，.20cJIlのピットがあり，不焼却jに並んでいる。また内中央

fyJifl，lJに 87/1， i雫さ約0.15iil 
サんー

fiI' 
、レマ

め";;:10 12・主主

H'42.50 m 一一高

-革1mの羽口。 A~

木炭片が出土し

SK204土境

(第13・15図，

9 -1 ) 

x1 S0172 

~)，( )(1 

t 件 1: f'JI 11 ，竹見色 L 6 亦1M色 i二

S託205

ている。

第14図 S K179・205土壌土摺図
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S K178の西側に位置し. S D172溝に切ら

れている。円形を呈し，直径約1.8m，深さ約

0.35m，底面は平らで壁は念、に立上がる。境

内土層は暗褐色土@黒褐色土が主体である。

B四 時 四d
封:42.50m 醐ー-6

l にぷ¥;占Ii}J色土

SK204 __  曹哩，. ~ n庁総0.土

a::::::::'すーで完了3 /符ぬ 船上

I /'子、ど一戸戸---r6l•λλ八l' ，1 刊日色一1:
ちδと><l SD172 "------t/5 __.-:::::::怒るるるる f.i日航土

6・7層には褐色粘質土がブロック状に混

入している。第 5層から土師器杯が倒立'

立して11個体出土した。

S亙205土護 (第13・14図，図版9-3 ) 

JへJヘノ、.1"
ι一噌-ごrIFム見'ilY記、合Fズ')('). 6 I!青泌色i:

'VVV'ゾ~ゾ~ 黒山色一上

第15図 SK294土壌土麗図

S K178 . 179を切り. S D172溝に切られてL〆、る c 不整方形を呈L，長-さ…辺約2.0mヲ深さ

ギJO. 2mである口 ~) ，底面は平らである。土師器。須恵器。輸の羽口 し

-，、三
」、'巳)0 

SK206土境 (第13図)

S K205の南側で， S D 172i菩に切られている。不整円形を呈し，直径約1.3 m，深さ約0.1m 

であ，己。土師器が出土している。

SX157 (第 2図)

東脇殺の南東隅に位置し，長さ約5.44m，幅約O.8m.深さ約O.lmの遺構である。埋土は炭

化物 (3-5%)を含む褐色土である。土師器が出土している。

3 出土遺物

( 1 ) 建物跡出土土器 (第16図，凶版23) 

SB120建物

土師器

S B 120-21より ツマミ部分が出土してレる=

Dfi土J土砂粒を含みもろい。

SB121建物 (第16f三]2，I主!版23-2 ) 

土師器

S B 121Aから， 12点の研交片が11¥ごi二してし、る。

予、.J- -ザ

刀A どっ o 

須恵器

第16図 2は， Dり転糸切りで，体部はやや外反して口

密で焼成も良好である。

SB129建物 (第16f淀川，凶版23-1) 

- 15 

で内傾している。浅黄楼色を呈しテ

と記し (図版24-29)

る。灰白色を呈し，胎土は級



土師器

破片で37点出土し，回転糸切りが 8点ある。第16図

1は回転糸切りで，浅黄櫨色を呈し 9 胎土は綴密で焼

成も良好である。

須恵器

3点の破片が出土しているが歩 l点は墨書である

が判読できない。

(2) 井戸鵠出土土器

土師器18点，須恵器5点出土したが，摩滅の著し

い破片である。

(3) 溝E露出土土器 (第16図)

8D123溝(第16図3.4.5)

土師器

杯の破片が多く，内黒土師器2点サ高台付杯 2点

出土している。第16図3は，回転糸切りで，底部か

ら体部にかけてゆるく立上がる。内面は黒色処理を

ιJ百J5 

，'I"U也 1 S Bl~l-21 ;3 三日 D1Z3

、{虫 1:I¥III ;~:f ) 

しているが，摩滅が著しくへラミガキの方向・単位 第16図 建物・溝跡出土土器実測図

は不明である。胎土は砂粒を含み粗しもろい。 4f土p 回転糸切りで?底部からタト反L，IDlに

近いものである。控色を呈し，胎土は激密で焼成も良好である。 5は高台付杯、で高台は外反し

ている。浅黄撞色を呈し，胎土は徽密で焼成も良好である。

鑓惹器

杯@笠 a 護がみられるが歩破片であり詳細は不明である。

(4) 土境出土土器 (第17図，悶版23・24) 

8K179土壌 (第17図G・7，図版お-6) 

土師器杯，須恵器杯・査・繋が出土している。

土師器

-16 -



第3表土壊男IJ出土遺物個数 第4饗土墳器種完IJ出土土器数

遺構番号"""，，1総数|土師器|比率 11須恵器!比率 lその他

81 I1 71 I 87.7% 11 10 j 12.3% 1I鉄浮4.輔の羽口 11

73 11 51 1 69.9% 11 22 1 30.0% 11鉄間仏輔の羽口 1

93 11 93 [100.0% 11 。j 0 % I1 

。
13.2% 

。%

13.0% 

11輔の羽口 2 i 
il鉄倖 3 ， S K 205 

S K 206 

b.. ~+ 
口ロl

190 

3 

165 

3 

|8ω% 11 

(1叩0∞0川 I1| 
1 8貯7.0% 11 

25 

440 383 ヴ
e

「

O

器全"，1士郎器 l 比 率 l須恵器 l比

杯 l30む 92.0% 1 15 32.6% 

。 。%1 1 2.2% 

l 0.3% 1 14 30.4% 

護| 25 7.7% 1 

ヰ註望仁 I 100.0% I 46 I 100.0% 

杯第17図6は，内外面とも灰白色を呈し，胎土は撤密で， 焼成は良好である。底径4.7cm，

口径13.0Cllt.器高4.3Clltで、あわ回転糸切れ無調整である。 7は浅黄控色で，胎土は砂粒を

9 焼成はもろL、。摩滅が激しく，成形技法は不明である。

沼恵器

L、ずれも破片で，詳細不明である。

SK204土境 (第17図8，__.18，図版23-10.12---16， 24-17・18)

土師器杯・警が出土し，杯はいずれも回転糸切り，無調整のものである。

土師器

杯第17図8はヲ内外面とも浅黄澄色を呈し雰飴土は砂粒を含み.焼成は良好で、ある。底径は

5.5cJnで、ある。 9は，外面が浅黄J陸色で，内面は灰色を呈している。体部下半はゆるやかで，口

縁部は内反ぎみに立上がわ肥厚している。底荏3.7cm. 口径10.0cm，器高5.0cmで、ある。 10は

，浅黄段色を呈し，胎土は砂粒を含むが鍛密で，焼成は良好である。底径5.0cm，口径13.5cm.. 

器高4.9cmで、ある。 11は，内外車とも灰白色を呈し，胎土は砂粒を含みやや粗く，焼成は良好

である。底径7.4cmである。 12は，浅黄色を呈し，胎土・焼成とも良好である。底径5.2cm，口径

14.3cm，器高5.4cmで、ある。 13は，外面淡澄色，内面浅黄燈色を呈する。胎土は砂粒が多く器面

;土ザラザラしており，焼成はもろく全体的に摩滅が激しい。底径5.2cm，口径13.6cm，器高5.2cm 

-17 -
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である。 14は，内外面とも淡澄色を呈~，胎土は砂粒を含むが轍密で焼成は良好である。体部

は丸みをおび口縁部は外反する。 15は，外面灰白色，内面浅黄櫨色を呈し多胎土は砂粒を含む

が椴密で焼成は良好である。 内外面ともロクロ自がみられる。底径5.8cm，口径13.4cm，器高

4.8cmで、ある。 16は9 淡燈色を呈し，飴土は砂粒を含むが徹密で焼成は良好である。 内外国と

もロクロ自が著しい。体部はゆるやかに立上がれ口縁部は外反している。 底径7.2cm，口径

14.6cm. 器高4.5cmで、ある。 17は， 内外面とも体部上半は淡澄色で， 下半は浅黄色を呈し 9

1台土i土砂粒を含むが綴密で焼成は良好である O 底径407cm. 口径13.5c震予器高4e5cmである。 18.

は，浅黄澄色を呈し歩胎土は轍密で焼成は良好である。内外国ともロクロ自がみられ，口縁部

はタト反している。底径6.2cm. 口径13.0cm，器高5.1cmである。

S藍205土壌 (第17図19----21，図版24-21)

土師器杯 e 斐，須恵器杯@査@護ヲ輔の羽口が出土している。図示できたものは 3点で，回

転糸切り p 無調整である。

土師器

杯第17図19は， 浅黄澄色を呈し， 胎土は徽密で焼成は良好である 3 底径4.8cmで、ある。 21

は，浅黄燈色を呈し，胎土は砂粒を含み焼成はもろい。底径5.0cmで、ある。

須恵器

杯第17図20は，高台杯で，外面が灰白色，内面が灰色を呈し，胎土は綴密で焼成は良好であ

る。内外面をロクロ成形したのち，回転へラ削りにより高台を削り出している。外底面は，弓

状工具により高台中央を円形に扶ったものであろう。底径4.5cmである。

(5) その他の出土遺物 (第17図22，図版24-22)

関硯

ニ面硯で，内外ともへラ出IJりによって丹念に成形され，外堤，内堤とも丁寧に縁取りされて

いる。外堤の外側は，へラ削りののち横ナデを行ない，その上に櫛状工具で波状文を描いてい

る。内面には墨痕が残る。灰色を呈し，焼成・胎土とも良好である。外堤7.0cm. 内堤3.Ocm tJ~ 

現存している(注 1) 0 S K179土塘上面出土である。

注1 昨年度の年報数値は既述のとおり訂正する。
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4 IJも

け) 東鶴殿建物

東脇殿建物は全 5回の建立を確認した。すなわち，第 i期-5B120建物，第 E期 SB 121 

A建物ヲ第盛期-5B121B建物， 第百期-5B121C;建物多 第V期-5B 121D建物，第百期

-5 B122建物である。建物混模を柱間からみれば歩 第 1.][-6間x2間p 第1lI--羽期が 5

間 x2間である。建物思議は第! . n期が約1290671l予第霊 --v期が約92rti二第百期が約82m2

と3段階にわたる縮小傾向をもってし、る。建物の桁行方位は9 柱痕跡を確認できる 5B 121D 

が約N30E. 5 B 122が約:rnolO'Eであり. 1 ~百期建物方位も建物位置から推測すれば S

B121Dに近し、数値とし、えよう。

(:2) 8B129建物と8D123違憲

昨年度の報告で雪 S B129建物を櫓勝としたのは梁行 l関であることなどからであった。補

足調査の結果ヲ 5B129建物は桁行 3間×梁行 2間の建物でヲ全 3回の建立を確認した。本建

物の特徴は，南北妻側中央柱と SD123Aと接し， 棟通り中央柱 2本の柱痕跡;がなかったこと

である。また， S D123Bでは 5B 129建物の姿はなかった(注 1) 0 S D 123の中軸方位は 9

N2020'Eであれ S B 129建物も伺方向である。

注 1 S D123Aにおf応する SB129建物は 3回建立している。板堺と政庁東門跡と L、う建遊物の規模，

内容からみて，不自然である。後述の SD144とSB246との関連も観察結果から前記と同様であり少

今後の課題としておきたし、。
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IV 第 13 次発掘調査

意

trH3次発掘調査は~1!山北町払国字長森5の8参 5の 9， 5の10.話番地のうち約1，400m2
を支寸

象とした。当地域は第12次発掘調査地区の南{員，Ijで曾長森丘陵上から長森据登口にかける…帯で

ある。本調査はヲ (ヱ〉政庁地区前庭の建物の存否 ( 2) S D 123南端と直魚に接し西走する

S D144の実態究明 ( 3 )内郭南門跡の存否の確認を目的に実施した。発掘調査は大きく 2

地区にわたったためp 長森丘陵上をA地区?南裾を B地区に分けて呼称した。

5月16日p テント@器材搬入後ヂ 22Elから一基準点の移動を開始しp トレンチ。グリツト杭の

どをおこなったo 6 月四日歩岱採立木運搬後?調査区東f~UJから表土除去に入った。東脇

殿南側では，明治年間以降の第 2次盛土整地層が約16cm.古代の包合層が約lOcm残っているこ

とがわかった。 SD144を確認後零 S D144に切断されている土濃く SK2219 224. 226) ，あ

るL、は SD144を切断してし、る土境 (SK222)があれ切合関係から土鴻群は数時期あること

がわかった。また SD144はSD123同様 2時期あり. 12尺等間の柱痕跡@板痕跡を検出したo

S D144から校講のように SD252があれ S D144B期lこともなうらしい(6月22日)0 6月

25日-7月 5日参 SD240 . 241 244. S B229建物を発見した。

文化庁稲田孝司文部技官が来助;(7月 1日)0 7月 3 • 4日第11回顧問会議が現地および千

秋会館(秋田市)で開催した。顧問新野直吉秋田大学教授宰文化庁仲野浩主任文化財調査官，

服部英雄文部技官をお迎えし予 ( 1 )第 1次 5か年計画と ( 2 )第 2次 5か年計密(案〉

( 3 )現状変更届出とその処理の現況予などについて報告し，協議をお願いした。

丘陵南端から斜面にかけて， S X253とした岩石が露出している。岩石は硬質頁岩で長方形

、石信をもっていることがわかり歩 人工的な切石のようである。当初S

と考えた。しかし?岩石の方向が政庁地区の遺構と直角とならず予岩脈の方向

と一致していることから?自黙五と解釈せざるをえなくなった。

発掘区西側では，性格不明の遺構を検出したが多菅江真澄の「月の出羽路J に記載されてい

る八幡神社がほぼこの付近に鎮座していてヲ この鎮守を中心に杉の大木が茂り. S X265・

270 . 271は杉の抜根跡である。八幡神社は大正 5年高梨神社に合記された。

A地区におL、て，正殿の中軸線し南側jで歩内郭南門跡を追跡してきたが検出することができ

なかった。

B地区長森南裾に発掘区を移動した (7月19日)0 27日柱掘形を発見し，始めて手がかりを
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えたが，内郭南門跡か否か不明。 SD231溝と 1D96グリッドPit1からp 青磁片各 l点が出土

した (8月 3s・8日)。内郭南門跡の確認をするためには歩どうしても西側に発揚区を拡張

する必要にせまられた。さいわい?地主菅原龍助@熊谷テツヨ両氏の快諾をえ昏長木の移動が

始まった(8月5日)(} 23日，西妻iJiJJ柱列を検出し， 内郭南門跡(S B230)は八脚内である

ことを確定した。また，西妻最.IJ柱列掘形の切合いかえ， S B230は2時期である見通しが出て

きた (26日)0 S B230の南面に石段(S M238) のあることがわかったが， 残念ながら SIVf 

238の真上に消防ポンプ。小屋がありE 移転しないかぎり調査できないので， イ山北町役場福祉課

を通じて，上払悶災害予防組合にポンプ。小屋の移転方をお瀬いしたところ舎上屋だけの仮移転

ということで了承いただいた。発掘区を南西に再拡張して 9 石段 e 築地など遺，需の全貌を検出

することに成功した (9月 1月)0 2日から精査に入り. S B230--1の柱痕跡を追跡したと

ころ管掘形底面で石塊(図版15-1)を 2個みとめた。この石下には炭化物を径65-70cmの円

形状に検出L，まさしく柱根の原位置であった (4日)。内郭北門跡 (SB02-2)において

も柱根の位置上に古建築遺材が 2枚据えられていたのと共通している。 SM238は掘込み地業

(S X28l)のうえに据えられた遺構である。 SX281はSB230A-11 (第 i期)の掘形に切

られている。 SM238はSB230B (第 E期〉の建物方向と一致することから?門の再建にとも

ない石段も据えなおされたものではないだろうか。

S B230の南西隣柱から南側に土塁状の高まりがあれ 昭和 5年の第 1次発掘調査でも知ら

れていた。上国三平氏は. r丘陵の中央に位する元八幡神社の参道登口の西側に当り近年発掘

した古石垣がある。現存せる部分の延長約 8開高さ 4尺で 1石の大きさは大抵2尺に 3尺位で

二段積を主とし歩稀に 3個積み重ねた部分がある。之れは稀曲って八幡神社参道の側面に連続

せる如くであるから八幡神社崇敬の盛な時代に築造したかもしれない。然し其参道は更に古代

に於ける柵の南門と北内又は内櫛門とを一直線に繋ぐ位置にあるから，八幡神社の創建に当り

特に吉捕の主要地点を選んだもので石垣前近は古代に於て櫛の中心への登口であったかも知れ

ない』と述べている。(注 1) この石垣こそ，築地跡である。築地と門柱との接続の仕方は，内

部北門跡と同様であることに注目しておきたい。

A.B地区とも. 9月18-26日まで写真撮影をおこない.29日から遺り方を設定した。 B地

区は10月13日から実測を始め.11月 6日に完了した。

この間，岩手県文化諜国生尚氏(9月訪日).東京女子大学教授平野邦雄氏(9月22臼〉

東北歴史資料館 工藤雅樹氏，宮城県多賀城跡調査研究所 白鳥良一氏・高野芳宏氏(10月7

日)，文化庁管理課 岡田茂弘氏 (10月 9日)が来跡され，現地で有益な指導をいただいた。

第12回顧問会議は10月25・26日新野直吉先生を現地にお迎えし，つぶさに視察いただき，ご

指導をいただいた。 28日は現地説明会を開催し，県内外の文化財関係者，教職員，地元の方々
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200余名の参加があった。なお9 東北大学名誉教授伊東信雄先生も視察され，説明会最後に昭

和 5年の発掘のことなどを参加者にお話し、ただき.48年前の発掘調査に思し、をはせるひととき

をすごすことができた。

B 地区は写真と実測を完了したのであるが，消防ポンプ。小屋の土台コンクリートを撤去でき

ないでL、た。さいわい組合からコンクリートを撤去してもよいとの了解を得たので， 11月21日

に撤去作業をおこない， 22日再び写真撮影と門柱の立割りをおこなった。

A地区は.11片から実測に入った。正殿の中軸線と SD144との交点付近では. S D144Bに

切られている柱痕跡 2本しか検出できないでいた(7月 3-5日)。この現状を打開するためp

ローム土を30cm弱全面白IJ土したところ. S D 144を棟、通りとする SB246の仰!柱が南北に 4本ず

した (12月日日)0 12月1413，奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺構調査室長 紹見啓三

氏が来跡， 現地指導をお願し、した。 とくに SB129・230・246建物について種々ご教示をいた

だいた。 SB129とSB246は総問が 3間x2間の建物で，棟、通り中央 2本の柱痕跡は存在しな

い。これら建物は同様な性格をもっと思われ，その位置から政庁に通ずる門跡と理解するにい

たった。 12月20呂以降平面実測，門柱立自jり，写真撮影，理戻しをおこない25目本年度の発拙

調基を終了した。
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第19密 第13次発掘調査A地区発見通語奪回

翠

(官) (第19.20~J. 図版22)

本調査で検出した遺構は参建物跡 3，溝5歩土横11，そのftl1の遺構である。先に JB97-1 

J 97掲の東壁土層について述べ多つぎに建物跡;参議多土境野その他の)1垣に説明する。

第20図は. J B 97.-1 J 97間36協の東壁土属図である。当地域は，政庁南門跡から内郭南門

跡に通ずる南側斜面であれ土層観察により古代の遺構面を確認できた。 1T97から JA97関

では. SB144A. B溝. S B240建物東妻側中央柱との切合い関係などを把握することができ

た。南側斜面は，古代の包含麗は認められないo 1 K97から 1J 97間では， S X253とした告

石が一部露出しているが，傾斜面のため水蝕をうけ，表土とともに古代の遺構面が流失したの

ではなかろうか。 1P97から 1S 97間ではp 第 2次盛土整地層(明治以降の整地地業)の痕跡

24 
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J B 97. 1 J が確認できる。

97地点の比高差は約 3mで9

ゆるやかに南へ傾斜し，ている。
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ある。 柱fニ

穴の切含い関係から 3時期設

定した。二!と{員IJ柱は@柱穴の切

、ヲ平面観察からみでほぼ

同位置の建替えであろう。

西妻側中央柱は. ~王ぽ同位置

の2時期の建替えしか確認で

きなかった。南側柱はv 第 l

期に比して第 n.車期は南側

S B24 に孝行行が伸びている G

6の東西妻{p)J中央柱は SD144 

して L、るため?同施設Aと

S B24 {土問時存在であった。

6の東西実但IJ中央柱の掘 7肢は

S B 144 Bに切られているの

S D144B期に SB246はで，

存在して L、なかったことにな

〔第 i期〕

ープ

"'c0。



(第21.22図，図版12)

東西棟桁行 3間×梁行 2問の

掘立柱建物でヲ南側柱列の掘形

を確認した。柱掠形は不整楕円 J吋

形で，埋土は明黄褐色土 e澄色

十

。
→ 

。

土である。柱抜取痕跡は土器片

・炭化物(1-2%)を含む明褐

色土である。 SB246の東西妻

1J!J]中央柱の間に参 SD283 (溝)

がある。 SDN 83は，幅12cm前

後で板痕跡と思われる。おそら

く建物の基礎事業であろう。 S

D283はSD144Bに切られてい

るため， 3.04mしか残存しない。

SB246B建物 [第立期J (第21• 22問，同版12)

東西棟桁行 3間×梁行 2間の掘立柱建物で，南側柱

iii-r- 寸ー

.:71Jで、掘形の一部を確認した。柱掘形は不整栴円形で，

埋土は，炭化物・土器片(2 -3 %)を含む明黄色土

・明褐色士からなり，浅黄燈色土がブロック状に混入

している。柱痕跡は赤褐色土である。

SB246C建物 〔第盛期J(第21・22図，図版12) 

東西棟桁行 3間×梁行 2開の掲立柱建物である。柱開

平均距離はe 桁行5.04m (西から1.65十1.68十1.71 m) • 

梁行4.54m(西から2.27 + 2. 27 m )であり，計画尺によ

る桁行15.5尺 (5+5.5+ 5) ， 梁行15尺 (7.5十7.5)

である。柱掘形は不整楕円形でラ埋土は，炭化物〔約 3

十"

第21図 58246建物

N< 

し一

…10"， _ A  

Ic 

%)を含む明褐色土・澄色土からなれ灰白色土がブロ 第22関 SB246A"， C-8建物

ック状に混入している。柱痕跡は直佳18-22Cl/lで，炭化物 (2-3%)を含む褐色土である。
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u
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(玄) SB284建物 (第21図，図版11)

S B246の真南に位置する東西関口一間の掘立柱建物で，西側に溝 (SD 240. 241. 244)が

ある。柱穴の切合い関保、から 2時期設定した。

SB284A建物 〔第 I期〕

間口一関の掘立柱建物である。柱掘形は一辺0.6-0.7mの方形を呈G.埋土は明黄褐色土で

ある。

SB28ヰB建物 〔第 E期〕

間1=1一間の掘立柱建物である。柱間寸法は3.7mで9 柱掘:形は楕円形を呈L，柱痕跡;は直f壬

0.28-0.3mである。埋土は明赤褐色士p 明黄褐色土である。

SB229建物 (第四[zl，凶版印)

S D144溝の南側約 4mのところで，東西に並ぶ 8本の柱痕跡をもっ掘形を確認した。この

柱痕μ'Fは 8尺あるいは 7尺の柱間寸法であり，東西棟建物の北側柱列で‘あろう。

8D144溝 (第23，....，26図，図版19・20)

S D123の南端と直角に接し西走する溝で，政庁域南側を画する遺構である。 SD123と同じ

く2時期である。

SD144A溝〔第 I期〕

S D144AはB期と同位置にあるため多 構造物の寵跡を確認できなかった。講の掘形は，上

面幅約57cm，底面1I幅約44.5cm，深さ約45cmの布掘りである。 SD144AはSD123とのコーナー

から 9mほどまでは. S B144Bよりも i隔が広く両側に10cmほど掘形埋土がのこってし、た。

ば炭化物(1 %)を含む赤掲色土である。

SD144B溝 〔第日期〕

S D144B溝の掘形は，上面l幅約44cm.底面幅約31.5cm. 深さ約55cmの布掘りである。 A期

よりも10cmほど深L、(注 1)。埋土は炭化物を含む赤褐色土である。 SD144Bには，板痕跡と 12・

尺等間の柱痕跡を認めた。板痕跡は!幅約20cm，厚さ約8cmで，長軸を東西にして溝の南壁に接

している。埋土は炭化物・土器片を含むやわらかし、赤福色土である。板痕跡の底面および周辺

には明褐色粘質土が板材を間定したと思われるほどしまっている。 12尺等間柱痕跡の掘形は，

約45x30('mの方形・楕円形で，角材痕跡は約28x16cmである。柱間距離は3.55....，3.9mで，平均

- 27-
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距離3.65mであり 9 ほぼ12尺等間である(第23図)。しかし柱痕跡

東から S問自の距離は，5.15mと大きく開L、てし、るので留意すべき 5ー H:43.00m _一国 H

1-:ーげて -1c ..，. 
川、 ¥..'.6う心。

⑤ (第24図)

S D144 東側の南壁から南東に老る溝である。溝掘形は上面~JIr\

25.2cm.底面幅14.5cmヲ 深さ約20cmの布掘りである。 SD252は

S D144Aの底屈を切っていて. S D144Bとlまぼ同じ深さである。第諸国 SDH.(A.罷溝

S D252はSD144Bと同時期の溝と思わi)lるが?今後の精査をもって明確にしたL、。

@ (第19関，図版21) 

S B284の西側に接する溝である。議掘形は上面l幅約24.3cm，忠面JjJ話約20.8cm，深さ約30cm

である。角材および阪痕跡と思われるものもあるが詳細は不明である。

⑦ 8D240・241溝 (第四図)

2条の溝は SB284の東側に接する。

S D240は， ~J長 50cmほどで角材痕(約15x15cm)を数ケ所確認した。

S D241は，幅30cmfまどで SD240を切ってし、る溝で，阪痕跡(約lOX25cm)を数ケ所確認し

fこO

@ 8D239溝 (第19図)

S D 239(む SD244の南部J8 mを発掘区西監から東に5.5m走り南に折れラ SX253までの溝

である。溝内からビール瓶の破片や近代陶器の破片が出土しており，近世後の遺構と考えられ

る。

Q
M
 



② 土壌

(第19• 26図，図版19) 

本調査で検出した土境

は. S D144講をはさん

で南と北にある。

SK220土壌 (第27図)

S D 144溝の北側に位

置し 9 ほぼ円形で直径約

1.8m， {架さキ1)0.4mであ

る。底面は平らで，ゆるやかに立上がる。域

内土層第 1層は. }享さ 5---lOcmの暗褐色を呈

すパミス雪第 2層は暗褐色士歩主J3層は土器

片・炭化物(約50?i6)を含む赤褐色土，第 4

層は明赤掲色士である。

SK221土壊

S K144ij持と SK222・247土墳に切られてい

る。不整楕円形を呈し，深さ約O.3-0. 41llで，

底面は凹凸があり素掘りの状態である。控は

ゆるやかに立上がる。境内士層第 1層は厚さ

3....... 5 cmの明赤褐色パミス，第 2層は明赤褐

色土，第 3層は土器片・炭化物を含むしまり

のある明褐色土である。

SK222土境

S K223土墳の北側 L. S D144溝ーを

切っていることが注目される。不整円形を呈

しヲ産径約1.1 m. 深さ O.6~O.8m で，

_L J~ 

8句8く白

七

A-ー H:42.70 m ーバ

，)i;(I，]色 1:

第27函 S K220土襲平面図@土居間

る心境内士層は明掲色ご!二で亨灰!とi

約50%混入している。土器片・炭化物はみられず，一時に埋められたようである。

SK223土壌

S K222の南側に位置し， S K224土携を切り，不整円形を呈し直在約l.lmである o

BK224土境

S K225土墳を切り SK223に切られ不整栴円形を呈し長径3.0m，短形2.05m，深さO.3mで

- 30-



第26図 5D144溝

ある。底面は凹凸があれ壁はゆるやかに立上が

守

わ。

SK225土壌

S K227土績の西に位置し， S K224に切られ円

形を呈し，直径約1.Om，深さ約O.lmである。底

面は素掘りの状態、で焼土・炭化物はみられないo

SK226土壌 (第28図)

S K227土墳を切り. S D144に切られ円形を呈

し，直径約1.35 m，深さ約0.23mである。域内土

1 J語は厚さ 3---5c震の浅黄撞色を量すパミス，

第 2層は黒褐色土，第 3層は暗補色土である。

SK227土壌

S D144の南側 L. S K226に切られ楕円

A- H:42.70 m 明白崎A

総衰弱D>"~
1 ;主主'i:f在色ノfミス JI\r~J色 L 3 lIiHl>j色 L

第28図 5 K226土墳平題担・土層図

形を呈し，長径約2.15m，短径約1.55 m.深さ0.06......0.1mである。

SK247土護

S D144の北側に位置し. S K221を切り不整楕円形を呈し，長径約2.3m，短経約1.4m，深

さ約O.65mである。底面は平らで，壁は念、に立上がる。

SK258土壌

S K261土坊の西側に位置し. S D144に切られている。浅黄燈色のパミスを確認できたが，

詳細は不明である。

SK261土境

- 31-



S X265の北西に位置し. S D144に切られ詳細は不明である。

。j (第19['XJ)

本調査では，その他の遺構を27捻出した。

S X250の西側j し，東西約2.35m. 南北1.5 m，深さ約O.16m 担11~1 している。

出土遺物はな L、。

S X248の東側 L， S X250を切，っている。円形を呈し 4m 予 i京さ *~O. 2m 

面;土問凸している。出土遺物はな L、。

SX250 

S X248の東{~lj に位置し安 S X2毛9に切られてし、る。不整橋円形を呈し

1.0m，深さ約O.2mで底面はfl:lJ凸している。壁はゆるやかに立上がる。

S玄253

S X268の南fJ1Jjで北西方向に23mほど走る階段状の岩石を認めた。岩石(土長森丘陵の岩盤(

第目紀硬質頁岩)で方形，長方形に害1]れやすい性質をもち. 1.，、わゆる切石のようであるが?配

列が岩脈方向と一致することや，人工的に据えられた痕跡が認められなかヮたため白

ん
叶
J

0
4中径短相

川

口19
ム

したものと考えられるo

S玄254

S D144. 252講に切られヲ不整J惰円形を呈し南北約3.8m~ 東西約2.8711. 深さ 0.15-0.25m

で底面は凹凸している。監はゆるやかに立上がる。出土遺物はない。

S玄255

S X256に切られラ不整栴円形を呈し南北約0.75m，東西約0.9m雰深さ約O.427!lである。 /1¥

なL、。

S玄256

S X254・255を切り，不整楕円形を呈し南北約O.6m.東西約1.0171.深さ約0.21mである。

出土遺物はなし、。

SX265・270.271 

杉の抜根痕である。

SX262 -264 • 266・268・269• 272 -280 

八幡神社にともなう遺構であろう。

- 32-



(注 1) SD144A.Bの深さは一定でなし、。

(2) 草地震

本調査で検出した遺構は，整地地業 1. 石段じ建物納~ 1 .築地 1，鴻 39 その{也の遺構で

ある。以下この)1震で遺構の説明を行なう ο

① S玄281整地 (第29図〕

SM238 を含む SB230南側柱周辺は.地盤であったため，:11m込んだあと版築

H:3o.50m 

l 件j色仁 ，)る!.q，，(>2r，ri'n1: 

;:i j j ~糾色1: :l' f).j色1: 1:，色村 Iゐ

第29図 第13次発掲調査B地区東壁土露関
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第30図 第13次発掘調査B地区発晃遺構図
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による盛土整地がおこなわれている。 SX281の土層観察によれば L第29図)脅 土層 1は表土

である口土層 2はにぶい黄澄色粘質土に明褐色粘質士。黄褐色土 e 赤黒褐色土などが混入し 9

は角礁 L頁岩)が70%ほど含まれる。 3は盛土整地層で歩上面から炭化物 (l~S

りけさと含むにぶい澄邑土 a 黒褐色土@補色土であり 9 底面は黒色土で固くしまっている。

3 '(土民イヒ物(1 """ 3 を含む掲色土である。土層 4は版築による盛土整地層で苦 11音褐色士@

ふ-
j与、 をなしている。

(第訪問 p 図版14) 

S B230内郭南門別;の南恒.lJ柱直前に歩 (硬質主主岩)を階段上に据えたものであ

る。石の大きさは縦な 65-0.8m参 横0.9-1.2mであり雰切石の間には小さな石を埋込んでい

る。石設の東西幅は現存部分約5.6mである。 s五iI238はSB230B建物(第五期)方向と

する。 SB230A建物(第 i期)のときも石段があったと考えられる。

SB230内郭南門融 (第30.-....，33肉 p 図版13"'17) 

標高約42.50m. 政庁地区より南へ下って， 長森掘の傾斜地標高約35.5mに位置する東西，棟

桁行 3間×梁行 2間の八脚内掘立柱建物で， 2時期の建立を確認した。また， 2時期の建物丹

市iお薄は検出できなかった。

SB230A建物 〔第 i期J(第31・32[交]， 1主i版15'"'"

東西棟桁行 3間×梁行 2間の掘立柱構造の八脚内

である。 SB230A柱痕跡は，椋通り東銀• .lJ 3本，二!と

隅柱しか原位置を確認できなかった。この柱心距離

ら2.93m予 3.6mヲ東妻伊IJJ中央柱 e北隅柱間

は3.78mである。柱穴の切合い関係から復原すればヲ

建物規模{主計画尺桁行32尺 (10十四十10).梁行24

尺(12十12)と思料される。 1尺は平均30.3cmで‘あ

る。柱掘形は方形・長方形で1.6-1.8m，深さ1.4m. 

O. 5~O. 7mの柱痕跡がある。 SB230A-lの

柱根は抜取られていて，柱痕跡には掘形底面で石塊

2 個を認めた。この石下には，炭化物を直径60~70

- 35-
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cmの円形状に検出し，まさしく柱根の原位置であっ

た。 SB230A-2におし、ても柱根の原、位置に炭化

物を認めた。 SB 230A-5の掘形底面では，柱根

位置を中心にこぶし大の石が敷きつめられており，

柱根の根固めや沈下を防いだものであろう。埋土は，

炭化物 (1%未満)を含むにぶい黄澄色粘質土@に

ふれ、黄褐色粘質土砂 J燈色土である o

SB230B建物 〔第 E期J (第31・32国， l~l版16 ・

東西椋桁行 3間×梁行 2間の掘立柱構造の八開Jpう

である。 SB230B柱痕跡は雪南{員IJ柱西側 3本9 西

妻側柱しか原位置を確認できなかった。この柱心距

離;土南側柱西から2.28 m. 3. 84 m.西妻側柱北から

3.6mヲ 3.7mである。柱穴の切合い関係から復原す

れば予建物規模は計画尺桁行30尺(9十12+9入染

行24尺(12十12)と思料される。 1尺は平均29.8c錦

である。柱掘形は構円形を呈し，

径東西1.5~ 1. 6m，南北1.3-1.7m， 

深さ約1.0 m.直径0.5-0.6mの柱

痕跡がある。埋土は炭化物 (3--5 

%)を含む褐色土・暗褐色土・にぶ

L、黄澄色土である。 SB230B (第

E期)は，棟通り中央 2本の柱痕腕:

はない。したがって SB2 3 OA柱根

が再利用されたかもしれない。

SF282築地 (第331品図抜18) 

戸よ予戸三ご!干、

L 

第32図 S 8230 A . 8-11建物

S F282築地は SB230B建物南西

隅柱痕跡から0.6-0.7m離れている。

築地の東辺から南辺の一部を確認し， 第33図 S 8230-12建物， S F282築地
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南方向に約 5.0m進み西方向に向かっていることから p 門と内郭線の接続のしかたは内郭北門

跡と同じく「八」の字型であることを確認した。版築技法による築地は，にぶい褐色土 e 黒潟

色土@明黄褐色土などの五層をなしている。また築地と南西隅柱掘形との切合いからみて，築

地をつくったあとに建物を建立している。 SB230 A建物にも築地はともなってし、たであろう砕

⑤ 8D231溝(第34図)

北東隅から西に約5.3m走る溝である。幅約20c民深さ約15c涜であり，出土遺物などから古

代の遺構と考えられる。

⑥ 8D236 . 237溝(第34凶)

北側の西壁から東へ約 3m並行して走る 2条の議である。

S D236溝は幅25.---40ct1l. 深さ約10ct1lで. S X232~こ切られている。
N 

IF-

A 
，

A
J
 

可 SX251 

c c 。

久司一一
H:36.90π1 一一… A

1 Ili¥IM色 f: 2 I)，.J色1: 3 によい ~fげな色村ì 'n L 4 こぶし h占'WJ色 f:

5 1M色 f: 6 Jli¥-nJ色 f: 7 にぶ l'民的色村'!'lf: 8 こJ、ぃm)，.J色村itt1: 

9 IMI色村i'!U: ]() 似色 f: 11 1火(10.枯れ1: 121~J色 f:

13 抗出色村i'!U: 14 fb.J色f: 15 i1llb'W.J色村町 f: 16 件j色上 17 /MI 色 f:

第34図 第13次発摺調査B地区北側平面図・土層間
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S D237溝は幅40~60c民深さ約30舗で立上がりのゆるやかな溝である。

(三〉

S玄232

S X233に切られラ

SX233 

〈第34図)

にほぼ並行し戸て走る岩脈である c

S X232を切っている。柱掘形は直径約1.0mの円形を呈し曾 直径約0.5mの柱痕跡がある Q

柱掘.ff3の深さはO.57mでラ底面には根i認めと考えられるる百二据えられている。

化物(約 1ちら)

昌玄234

む明黄褐色粘質土@黄褐色粘質土である。

円形を単し 9 251匁少短径約0.61花予深さ約立 3mである。

~J-ー?

におめ 9 円

S玄235

調査医北壁際で検出した遺構で9 円形を呈し歩 i直径約2.8m多深さ約1.1mである。埋土は明

黄褐色土が混入する褐色土・黄褐色粘質土である。

SX251 

S D237の南側にあり，楕円形を呈し長径0.75m，

短径約0.55肌深さ約O.lmである。遺構内に直径

。睡 15-0.2m.i築さ0.1-0.2mのピットがある。

事 出土遺物

(1) A地区

建物融出土土器

SB229建物

土師器 6点でし、ずれも破片である。

SB246建物

土師器 底部破片 1点出土しただけである。
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土師器 181点

の政片が出土してお

りヲ 内訳は杯 128，

2点でヲ jま

は回転糸切

義5
 

である 0

30，点9

Lづ'::，:Jしも破片で、内訳;土杯 59 査6，

I1須恵器|比率 j

型ピI 6 I 4叫 i
G% 11 5 1 33.3%a 

41% 1I 4 1 

土師器 杯第35図23は，浅黄燈 iム剖 i 山| 肌 11 15 

で.s合土は撤密であるが焼成はもろい。底部からゆるやかに立上がる。回転糸切り無調整

SK220土護 (第35図23・24) 

護17.蓋 l点である。

土壊出土土器

版24-25)

第告表土境器譲別出土土器数

(第35図，図 時~1 土師器| 比

杯 l397 1 

I 0 I 

である。 24は灰白色でヲ日台土は撤密であるが焼成はもろく，摩滅が著しい。

SK247土壇 (第35図25.26，図版24-25)

土師器 杯第35図25は，内外面とも淡黄樺色で，胎土は砂粒を含むが鍛密で焼成は良好で

ある。 26は高台付杯である。浅黄燈色で，飴土は綾密で、焼成は良好で、ある。底部切離しの後?

を付しその内外を撫でている。

その勉の出土遺物

鉄製品 S D 144 i帯より長さ16C11lほどの万子状のものが出土しているが， 腐蝕が著しく形

状は不明である。

古銭 S X271より寛永通宝 1 している。
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(謹〉 草地区

① 建物議事出土土器

8B23自建物

土師器 21点、で、杯破片が多い。

議葱器 11点で整。査の破片がみられる。

② 溝欝出土土器

8D231溝 (図版24-30)

士郎器5点ラ須恵器4点の破片が出土して

いる。

青磁 椀の口縁部破片で，同一個体のも

のがSD 231南側のピット 1より出土してい

る(注 1)。

③ その勉の出土土器 (第37図27，図版24

玉川

第36図 鞠硯実測図

28 

-27) 第37図 S X232出土土器実測図

土師器 杯27は，燈色で，胎士は砂粒を含むが級密で焼成は良好である。回転糸切りの後デ

底部下端に手持ちへラ削りを施している。 SX232の出土である。

④ その他の出土遺物 (第36図，図版24-28)

縄張 風宇硯である O 黄灰色を呈し歩須恵質で海部の破片である。外面はへラ削りで，叫

面は丁寧なへラミガキで整えており，墨痕が認められる。 SF282南辺の出ことである。

注 1 青磁片について，同志社大学森浩一教授より『越州窯か，中間の越地方の青磁で，平安前期の輸

入品ではないか。』というご教示を受けた。記して感謝の意を表する。

40ー



ヰ IJ¥ 藷

( 1) 8B246建物と8D144溝

S B246とSD144との関連は予前述の SB129とSD123と同結果である。つまり， S D144 

AはSB246建物の東西妻側中央柱に接している。 SB246は全 3回建立され，糠通り中央柱 2

本の柱痕跡がないことなどが共通している。

S B246建物南北中軸線は多政庁域の中軸線に近く，正殿建物の正面に位置していることか

ら，門跡と理解した。したがってヲ SB246建物と SB129建物は政庁南門跡，政庁東門跡とす

ることができる。

S B246東西妻側中央柱間には SD283があれ板痕跡と思われる。 SD283は政庁南門跡の

校通りを支える基礎構造としておきたし、。

S D144Bの12尺等間の柱痕跡，東から 8関目の柱間距離は5.15m (17尺) と開いているの

で，潜門があったかもしれない。 また，正面となる 9問自の柱間には， S D144Bにともなう

板痕跡は認められず歩常に開かれていたであろう。 SD144の中軸方位は. N8幻704ω0

らSD123と直角となりわ，同時期の仕事と考えてよ L、O

政庁南門跡の前面には， J:記遺構のほか. S B 281とSD240・241・244があり，今後の発掘

調査をまって考察したい。

(2) 内郭南門跡 (8B230建物)

内郭南門跡建物は全 2回の建立を確認した。

内郭南門を建立するにあたりヲ SX281とした堀込地業による整地をおこなっている。整地

作業ののち参 SB230A建物を建て， S M238石段を据えたであろう。 SB230A建物の南北

中軸方位は約N4031'Eである。

S B 230B建物では，棟通り中央柱2本の柱痕跡を検出できなかった。これは， SB 129・24ら

建物と共通する事実に注目しておきたい。 SM238石段の配列方向は， 建物方向と一致してい

ることから，企B230号期15揖与なおしたのであろう。また，南西隅柱に接して SF282築地が

あり竺山内郭南門の再建にあたって築地東辺は手なおしされたであろう。築地と門柱の接続の仕

方は区岡延長線より内側に引込み， r)¥_jの字型をなしている。この特徴は内郭北門跡と角材

列の取り付き方と一致している。
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(事〉

内郭緩と外郭緩の造営時期についてはp 第 2" 7次発掘調査の結果から 9 内郭北門跡(第 i

期) 9 タト事r~南丹跡は意IJ建期の造営ではなかろうかと L づ彼説をもっていた。さらに本年度舎内

郭南門跡と政庁域内の発掘調査が進行したことから凪内郭線と外郭諒は創建期の造営であるこ

とが実証できた。正殿建物(第 i期)内郭南門跡(第 i期〕と外郭南門跡の南北中軸方位は約

1~4 o3u'Eであれ建築技法などを考慮すればp これら建物群は問時期(創建期〉の造営と理

きる。

政庁域を画する政庁南門跡¥，東門跡およ との関連はどうであろうか

れ宝 2)。 N4030'Eであり 9 跡の 2020' 

Eであるから p その差は約2
0

20'である。正殿建物(第 i期入 内郭南門跡(第!期)と政庁

南内助;の南北中執綿を重ねるとラ建物のf11斡緩がわずかに東に寄ることがわかる。また歩攻

南門跡歩東門跡と内郭南門跡(第百期)と建築技法に共通性があることなどを考えるとヲ

域を画する施設 (S B 129 • 246建物9 S D123 .144溝)は後ii士liの建物群でありヲ

造営の可能性を検討せざるを得なし、。

法 1 S B129建物(政庁東門跡)の南北妻wJJ中央柱間にも板痕跡があったかもしれなし、が， S D144B 

によって切られ，その痕跡をとどめていない。

注之 昨年度の報告では， S D123講と SB1l0建物の南北中軸)j{l'l(.ニ差を生じていながらも ，Ii:，'WS:持jの，

造営と明記した。しかしながら前述のように保留しておく。
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Y 第 14次発掘調査

官 爵査謹選 (第38図，図版25-1) 

昭和53年 6月，仙北町払田宇長森12番地藤原トシ子氏より住宅改築のため，現状変更申

が文化庁に提出された。文化庁からは昭和53年8月 3日付委保第 4の832号で. {山北町教育委

員会に対L，現状変更は好ましくない旨の通知があった。

このため 9 昭和53年12月間氏よ 1). f山北町払田字大谷地20のし 21へ移転新築する旨の現状

変更申請書が再度提出された。

再申請書の提出にもとづき，仙北町教育委員会から当事務所に事前に地下遺構の有無確認の

ための発掘調査の依頼があった。

発掘調査は p 耕作土を掘り下げたが，調査条件が満たず，本年度内に終了することができな

かった。このため，遺構・遺物の確認は明年度継続調査をすることにした。発掘調査は敷地面

積89.3m
2，宅地面積190.98m

2のうち，159nlを発掘した。

量 発晃選議@遺鞠 (~I)泣25-2 • 3 ) 

遺構および遺物の発見はなかった。

発掘調査の表土(*JI:作土)を約20cm程掘り下げるにとどまった。

J4. 

‘ I ~ 
J46 

97 
~ JT+ 

j霞+
97 

91 

9十4 
十

91 

N 

。 10m 

89 
JP十

2科十

Jl十

89 

第38図第 14次発掘謂査地形図・平面図
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第百
日 次 掘調査

電 (第39図?図版26-1• 3 ) 

昭和50年雪月号日付{出発第 324号で仙北町長より現状変更許可申 (早坂5号 :A地区〉

が提出され9 文化庁長官より昭和田年8月21日付ヲ委保第 4の1071号を以って許可の回答があ

った。その後予仙北町長より昭和53年 1月26日付{出発第83号で現状変更の許可申

変更牢 (早坂壬号線忌地区〉が提出され予昭和53年 2月23日付を以って許可の ↓め

った。早坂 4 • 5 いずれも事前に発掘調査をすることであった。これを

た管理団体制i北町は多当事務所に発掘調査担当の依頼をしたG

当事務所は 9 第15次発掘調査として. 4月13日から 4月2813争 7月訪日から 7月14日まで延

19日間行なった。

早坂 4号線 (B地区)は?既設道路の早坂 8号線 a 森崎 l号線とを結ん (第11次c:t也

から東よりの早坂 5号線 (A地区〉に接続する。この道路は真山の北側の山揺をとり囲む

ようにして森合線と接続する。

5号線の道路拡幅区域内の中ほどから酉にかけて中世の土塁が存在する。この土塁に幅

1.5民長さ4.0mほどのトレンチを 2か所に設けて，道路の拡幅予定区域内で最も 11I高の広し

所をAトレンチ9 最も高い場所を Bトレンチとした。 A.Bトレンチの調査面積は 2か所で12'

nlである。

さらに歩早坂 4 • 5 号線とも道路の 111高を 6m にしてヲその外両恨，IJ の担、.iJ濃部分を 30~50c筋掘削

しようとするものである。したがって発掘調査の対象となるのは側溝部分で延面積は. 4号線

: 91. 5nl. 5号線 ;142.577fの 57nfで多 iミ怠 B トレンチの調査面積との L ... :l... 4') A C' I¥ 
ï J-&..せJ~ V 

ど J...h ア
行{C /J、... ~。

芸き (第紛争 41凶 s 凶版26-2) 

A地区の真山北側に存在する土塁は早坂 5号線の中ほどから山主屈をとり囲むように南西に?

350mほど延びている。

A トレンチは!日 ら底面までの深さが65--80cmで，層{立は 8層に分けられる。 Bトレン

チの旧表土から底面までの深さは，およそ125c鰐で. 10層に分けられる。 I日表土から下の層は

A.Bトレンチとも北側にゆるやかに傾斜して用水路にぶつかっている。 A地区のこf二塁の土層
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は全体的にやや粘性であって黒色土

や砂，小石が多く混じり合っている

が，これは土塁を築いた時の土盛り

をした行程を示すものであろう。

B地区の早坂 4号線で遺構は確認

さjしなかった。

土塁と田面の標高については 9 土

塁の高さは34.00m-34. 50mでヲ北

担，1]の白面は 33.751"}1，で、やや低くなっ

ている。さらに西側の B地区ではA

，....， D地点(第39図@以下同じ)で，

およそ 32.80m (第41図 e 以下!司じ)

E.F地点では 33.00m と西i~JJがや

や低くなっている。

B 地区(第41図)の土層について

は，黒褐色粘質土が灰色粘質土で，

A地医でもほぼ同じである。

3 出土遺物

土塁のAトレンチL面より土師器

の小破片が 4片出土した。杯{本部が

3片歩底部が l片でありヲいずれも

l に品J: ::こ立J: 対色 L 1 !!i!，X:r，¥.)色 L

s lI!'it品色上 ι 上 fi，j色! 日 Ji l~'n'.\ 色 !J

1 () .!.I，q~J (立 j

s-

第40図 A地震 Eトレンチ土層図

H'33.10m 

A}出点

一同吋 H s-一四
H:33.10m _ー-N

E}血/，15，、

，JnrM色仁 (2.5n:iJ

，'，1，¥件j色 1:(lOY R31i 
!火色上 (SYJi) 

灰色土(lOY，'ef)

第4i罰 B地区土層図

焼成はよく，乳褐色を呈する。!事減が著しく。技法などの詳細は不明である。

4 小結

第15次発掘調査はA地区のA.Bトレンチで土塁の北端を確認した。その北端から南側水路ー

までの!揺はおよそ8.0mである。南側水路から真山の山裾までは，現在原野であるが，その問

はかなりくぼんでいる。

第16次発掘調査の結果では，土塁のi幅約15.0m，堀は約 6mあった。
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第15次発掘調査だけでは確実ではないが，おそらくくぼんでいる場所は堀の跡だろうと思われ

U
 

『
れ
}

なお，土塁と堀は土層観察によれ A.Bトレンチ付近から東側の森合線との間にも存在し

ていたと思われるが，現在は一部道路として残っているにすぎない。

このこと塁と堀に関しては「奥羽永慶軍記」によると 9 天文年間(16C前半)には摺田氏の居

域があった事が記されている。さらにと田三平氏は「史跡精査報告第三」の中で，土塁と真IJl

の斜面にある空墳は中世の堀田氏の居城であったろうと，すでに指摘している。

本調査では，道路拡幅区域内だけの調査で，きわめて断片的な事しかっかめなかったが，土

塁と士服の形態と規模については，今後の調査によって明らかとなるだろう。

四第 16次発 掘調 査

雪 調査経過 (第42図，図版27-1・2) 

[111北町?ム田宇早坂141番地， f主藤藤八郎氏より同氏所有の同町払回宇早坂 197-199番地の畑

地を水田造成のため現状変更したい旨，昭和52年 9月27日付現状変更申請書の提出があった。

文化庁は，委保 4の1100号(昭和52年11月26日付)をもって，申請地は，地下遺構が存在す

る可能性があるため発掘調査が必要であって，その調査結果によって申請を処理する旨の通知

が秋田県教育委員会にあ h それに基づき当遺跡管理団体仙北町から昭和53年 4月28日付をも

って. {山北町が調査主体となり，払田柵跡調査事務所が調査担t当者となって，発掘調査をされ

たい旨の依頼があったので当事務所では，昭和53年 5月12日付秋教払発第 4号をもって承諾の

旨を回答し，第16次発掘調査として実施した。

申請i也には中世の土塁と思われる部分が真山の北側の裾をとりまくように現存しており，調

査におL、ても， 土塁とこれに伴う堀の確認が必要とされるため， 申請地の197番地に南北に長

い 2J'}1， x20mのトレンチを設定した。

2 発見選権 (第43図，図版27-3) 
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第42図第 16・17次発掘調査地形図
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(官) SF211 真山北程，IHこp 東西に350mほど現存する土塁である。 その北側はすでに

水路によって切断されている。実際には土塁の南北の幅はほぼ15mぐらいと思われる O 現地表

面より 50cmほどの深さで地山に達し?この間を 4層に区分できる。 1--4層は，いづれも

の盛土であるがヲ実際の土塁の高さを知ることは不可能である。この地山の面において用途不

明の 5つのピットを確認したが，その中の 1つには杭と思われるものの基部(カッテングはし

ているが先端は丸みを帯びている〉が残っていたっ

(2) 8D212 これも土塁とともに真山北側に現存する端であり安南側においては，ホ

よって切断されておりヲ実際には堀のi有北のrl屈は 6mほどあったと思われる。

現地表面より地UJ(8 層)まで 1~7 層に区分されp この層J序;土木田耕作の影響を受けたも

ので， プライマリーな層序をなしていなヤ。堀は土塁地山面よりもな 8m(まど掘り込まれてお

り9 最も深い所では1.0mほどある。尚 8b層上面より木器 1点を検出している。

3 出土遺物 (第44図)

( 1 ) 土器はラすべて土皐の第 3層より したものである。土師器片目安

1の計16点であるが，このうち土師器では口縁部のものが 5.残りが胴部の破片と思われ

る。須恵器片は杯の底部である。

これら土器はラすべて小破片で、正確な年代決定はしがたいが 9 おそらく古代のものと思われ

，-;) 0 

(2) 主主器 堀の 8b層上部より出ごとしたもので歩 15 x 20. 5c7Il. 厚さな 7cmのものであ

る。 4つの穿孔を有しヲ側面の 4か所に長さ約10抑 '1，径約 2伽ほどの木釘が残っており歩箱;伏

の組み会わせ木製品の一部と思われる。

ぷ事

の通 1).土塁のi高さは明確に いが歩lj，ilが地1I1面より約80C7n掘り込まれているこ

とを考えればヲ土塁と堀の比高差はかなりあったと思われる。また，土塁と;堀の南北のrl屈はヲ

キサ20~23m ほどであろう。

このこと塁と堀に関しては，かつて上回三平氏が真l_Ll斜面に空堀のあったことを指摘されてお

り， さらに γ奥羽永慶市記J によれば天文年間 (16C前半)には堀田氏の居城があったことが

記されている。おそらく?この土塁と i屈は，

をなしてし、たと考えられる。
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もので， を取り囲む形で防御の最前線
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第43図第 16次発掘調査平面図・土層国



。

第科函出土木器実 j員IJ [羽

払田遺跡以後に関しては，先の「奥羽永鹿市記J 以外には文献も見当らず，土塁と堀の規模

と型態、ヲさらには正確な年代を解明することが，今後の調査の重要課題である。

唖 第 17 次発掘調査

官 調査経過 (第42図，図版28)

{山北町より文化庁に対L. 仙発第356号(昭和52年 9月12日付) 1111北町真山公園事業に伴う

史跡払田中II~跡の現状変更許可申請書が提出され，これに対して，文化庁より申請者に対し，委

保山 4の1147号(昭和52年11月26日付)をもって，事前に発掘調査すること，実施に当つては

秋田県教育委員会の指示を受けることを条件として許可する旨の通達があったので，管理団体

イUJ北町は仙発第208-1J/~， (昭和54年 4月初日付)発掘担当の依頼を当事務所に提出されたので，

当事務所は，秋払発第 2号(昭和53年 5月12日付)をもって，埋蔵文化財緊急調査として円、

こいの森」造成事業計開i案にもとづき発掘調査を担当施行する皆を仙北町に回答し，第17次発

掘調査として実施することとした。

当調査は円、こいの森造成事業」の内の「東麗」 γ水呑場A. B_j r便所J の敷地予定地内
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に，古代遺構の有無，

及びその実態について

のもので予その調査面

積はヲ東屋23.22m2 
y 

水呑場A • B3. 84nl x 

2 =7. 68nl， 便所4.1 

772で合計35.0m2である。

尚調査上から，東屋

をA地区歩水呑場Aを

B地区ラ水呑場BをC

地区，便所をD地区と

して発掘を行うことと

した。

霊 発晃選権 (第45

1虫)

A・B・C. D}也区

とも遺構はなかった。

3 出土遺物 (第46

国)

E一一一ー

N一一一 H:56.00m -5  

λJ也iく I:iγ':1<1

正一一ー H:57.20m _ W S一一一

1H色[l U;，;qxl 

宅 芸高橋需煎

CJ"也!王 ご仁川1-:.:1

E一一一 H:61.OOm -w  

5一一一 H:61.00m -N  

lJJ也 '1:!(7j 1::1 

H:56.00m 一一-w

H:5ヱ口Om 一一一-N 

ι1:  

a 11 it ，Nマ/.¥色こ1:
:.: h 二 IL!\~nj0 1 

c il{i一件j色 1: 

:i a 色[:

:， i>立 i

4 a Bìげ).~r}，J色仁

11 b r~.} 色

.'IIrl，}色

()日前色二!こ

2m 

A・B.C地区から

は遺物の検出はできな

かったが， D地区から 第45図 第17次発掘調査A......B地区土層間

は，縄文土器片40点と縦型石匙 1点を検出し

た。これは， D地区第 6層下部より出土した

もので縄文前期のものである O

土器は胴部破片のみで，器型を推測するこ

とはできないが，原体は R{tがほとんどで，

Lαも数点ある。その他，爪型文と思われる

- 52-
第46図 D地区出土石器実測図



土器片 1点が含まJL'る。

石匙は長さ7.5crnほどの縦型のものでp 頁岩製である。先端部が少し欠損している。

剥離面を裏面に残し多刃部のみ，裏面からの細かい加工を砲している O

ぷ事

遺構は各地|又ともになかったが，遺物に関しては，縄文前期の遺物を検出しており，払田柵

跡以前の歴史を解明する一つの手がかりとなった。今後これら歴史時代以前の調査も払田柵跡

調査と並行して行なわれる必要があろう。

医第 18 次発掘調査

官 調査経過 (第47.48図，図版29) 

1ilJ北郡{山北町払田字館前57の高杉Il隆俊氏より，同氏所有の仙北町払田字館前98の水田にタバ

コ乾燥収納小屋建設のための現状変更申請書が昭和53年 5月18日付をもって，仙北町教育委員

会，秋田県教育委員会を経由して，文化庁に提出された。

これに対し，文化庁からは， 昭和53年 8月29日付委保第 4の621号をもって， 申請地は，地

下遺構の存在が予測されるところであり，事前の発掘調査の結果をもって処理する旨の回答が

あり雰それに基づき，当遺跡の管理問体{山北町から多仙北町教育委員会が調査主体となり，当

となって発掘調査をされたい旨の依頼があったので，当事務所では，昭和a

53年 9月9日付秋教払第29号をもって承諾の旨を回答し，調査を行なった。

発掘調査は申請地105nlのうちヲ Af也IZ52nム B地区16m2，C地区16m"の計84mを調査した 0'

2 発見遺構 (第49凶)

遺構の発見はなかった。

~~ 1 層は n吉褐色土，みf~ 2層は な(~ 3層 第 4.1語は灰色粘質土である D
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物選土出3
 

H:J4.00n、 ーー-w

遺物の発見はなかった。

ヰ 小結
H:34.00m -.51 

け ) 遺物@遺構はなかった。

(2) 土層観察によれば， A ・B.C地

i互いずれも同じ層序を呈しており，特

に第 3層には植物の繊維が多量に混入

しており，第 4層の灰色粘土層などか

1 ill~~-n.J色 1:

ヨ ，1.J.¥色ト 4 

第4号笛 器地区土属国

ら考えると 9 ある時期に申請地域は，湿地帯を形成していたとも考えられる。

X 第 19次発掘 調査

1 調査経過 (第471調，図版30)

この調査は，秋田県教育委員会払田柵跡調査事務所附設埋蔵文化財発掘調査資料収蔵庫建設

に伴う，現状変更である。

当委員会は， 昭和53年 7月 3日付秋教文第374号をもって，文化庁に現状変更許可申請書を

提出したところ， 文化庁から昭和53年10月4日付委保第 4の791号をもって， 文化財保護法第

80条第 1項の規程に基づき，許可する旨の回答があった。

申請地(収蔵庫建設予定地)は， 仙北郡{山北町払田字館前99の畑地770m". 仙北郡{山北町払

田字館前100の 1の困地598m'の計1.368711の面積である。

発掘調査は，建物敷地範囲を中心に，約120m'を対象に行った。

2 発見遺構 (第50図)
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第 20 次発掘調

官 (第51i~ 穿図版31)

昭和田年7月初日付，イ山北町払国字長森11

後藤剛氏よれ同氏所有の千畑村本堂城廻字森

11府106の水田279m'に茸栽培小屋建築のための現

状変更許可申 があった。

これに対し，文化庁からは，昭和53年 8月30

日付委保第 4の895号をもって， 申請地は地下

存在が予測されるところであり，

発掘調査をし予その結果を待ヮて処理すること

が適当であるとの回答があった。

これによって，管理団体{山北町は，当事務所

に発掘担当の依頼をし，当事務所では第20次発

掘調査として実施した。

第20次発掘調査は p 現状変更申請地面積 297

l/I' (建物面積3む771')のうち.A地区43.0m'. B 

地区12.0IIら合計55.0m'を発掘した。

震 発晃遺構 (第52図)

A地I:{. B地区ともに遺構の発見はなかった。

3 出土遺物

90 88 
M N，十 85 

T 

79 76 
1州 N

勺
£
~

αυ
寸

MK十 i~MK 

MH十 I~~ヘH

検正十 」ιrME

寸前日

lS十 トlS

十
U
U

十
郎

十
如

何

γ

第51凶 第20次発掘調査地域図

三三重

N-一一 H:35.50m -s 

を

H:3550m_ w 

( 1 ) 土器 土器はすべてA地区vl層灰色 第52関 A.B地震土層陪

粘質土層の上国より出土したもので，須恵器 2点，土師器80余点である。須恵器は杯

形土器の口縁部である。土師器は斐形・杯形土器の破片であり，ほとんど表 e 裏面に

刷毛目文があり 9 ロクロ使用のものである。
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(2) 石器 A地区第V1層上面より砥石を l点検出している。大きさは長さ 7x幅4.5

×慢さ 3cmで歩使用面には擦痕が走り，中央部にはi福211/J1tほどの縦に走る躍が 4条認

めらhる。

(3) そ母f鹿母遺物 自然遺物として，ひょうたんの皮と思われるものや， トチの実9

くるみなどを検出している。

4 IJ¥ 結

第20次発掘調査におし、ては，遺構は確認しなかったが，:;r~N層暗褐色砂質層や第 V

土層における描物議維の混入などから 9 ある時期に払田摘廊下周辺は，湿地帯になってレたこと

を示すもので9 これら遺物もこの湿地帯の中で;~る流れによワて運ばれてきたものと考えられ

る。したがって当地域周辺は，外郭東門ゃ内郭線に近し、ため， f可らカミの生活の場ーがあったこと

が考えられる円

さらに，湿地帯の確認や，出土した自然遺物などから，払田柵跡をとりまく自然形態を知る

一つの手がかりを得られたことであり，今後こうした自然微地形も留意する必要があろう。

Xll 第 21 次発掘調査

害 調査経過 (第

53図，関版32-1) 

昭和53年 8月仙北郡仙

北町払田宇仲谷地25，

原龍助氏より 9 農業用物

置小屋建築のため，同氏

所有の仙北町払由宇仲谷

地25の現状変更申

文化庁に提出された。

これに対し，文化庁か

らは，昭和53年8月付委

Gr竿
03 
ナ N 01 

十Gr

IFミミ
第53図第 21次発掘調査地域平面図

- 58-



保山 4の1045号をもって 9

秋田県教育委員会の指示

を受けた上で，現状変更

か許可する旨の回答があ

ったが，当事務所ではp

事前に地下遺構の有無の

ための発掘調査を

実埴した。

発掘用査は建物敷地面

A一司
H.33.70川 叩叩 A'

B_  

1 :，UN.J色1.:
~ I!trtl"J色 1M色上

Jl i~.尚色十

2'1 fl奇tbJ@_1
;) ，1~l:\tM1色」二

4 ~Âr~J色 J:

;) 9~tM色!:

G 幻色土

7 灰色土

自 然rH色土、Iiii尚色J二

H:33.70m -8' 

積39.74m'のうち 12m'を調査した。
第54図 西援・南壁土層図

2 発見遺構 (第541主]，図版32-2 • 3 ) 

SL260 調査地域中央を東西に走る水路跡で、ある。

第6層黒褐色土中で確認したものである(第54図〉。

この水路は幅85C7n， 深さ10cmほどのもので，北東では16C7n四方の板材が横たわり，その東側

には人頭大の石が乱石積されており，また仮材の西側には径 5~ 8 C7nの丸太杭が 4本立ってい

Q 。

3 出土遺物

遺物の発見はなかった。

ヰ 小 結

発掘調査では， 遺物の発見はなかったものの， S L260の発見があった。板材ー丸太杭ー苦し

石積は，この SL260に伴うもので，水の流れを止めるための施設であろう。この SL260の時

期は，使用されている木材の腐敗度からして，古代の遺構ではなく，明治初期の耕地整理以前

のものと考えられる。
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仙北部仙北町払田宇森

合 120， 山崎豊之助氏

よ川家屋焼失に伴う

をラ i司氏所有の

同町払泊三宇奈台 124

2， 125 -2の田地に

したい旨の現状変

請書が文化庁

されfこO

これに対して，文化

第 22 次発掘 調査

庁からは，昭和53年 8月29日付委保第 4の631号でヲ 申請地は地下遺構の存在が予測されると

ころであり，事前の発掘調査が必要であるとの回答があった。

これに基づき，管理団体{山北町から，当事務所に発掘担当の依頼があり，これに対し，

務所では，住宅敷地面積1361!{のうち28.01Jl'を第22次発掘調査として実施した。

3量 発見選議 (第56図，図版33--3 ) 

遺構の発見はなかった。

は，東壁 a 南監ともに?第 1層は砂ギIJ層. 2婦はオリーフ子黒色土ヲ第 3)吾

第 4層は黄灰色土，第 5層はオリーブ黒色土である。

3 出土遺物

遺物の発見はなかうた。
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円
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円
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-¥ll 十"1:34.00mE一一

東壁@南壁土層函第56密
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-
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4事

江(~22{大発掘調査では，遺構・遺物の発見はなかった。

なお土層観察によって，第 1・2層は盛土層であり，第 3層は耕作土であることがわかっ
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XIV 調査成果の普及と関連活動

官 窮地説明会争開鎧

昭和53年10丹28日

第12次補足調査・第13次発掠調査について

説明者 船木義勝ヲノト西秀典

霊 藷田露主催宥事へ岳協力活動

の名称 1 玉 題 i協力所員! 主 催

5.121研修会 i払田捌;の発掘の現状 l船木義勝l秋同県文化財時協会

5.151研修会 l払田柵跡の出土遺物 i小西秀典|大曲地区郵便局長会

6. 7 i現地研修会 i払田柵の政庁遺構 !小西秀典!角館高校社会科教削除

6.101父親研修会 |払田柵跡の概要 l小西秀典If山北町南小学校PTA

7. 61職員研修会 l払回柵跡の発掘の現況 l船木義勝Ir山北町役場

7. 71史跡めぐり |払田柵跡の概要 |小西秀典|六郷町公民館

7.121婦人リーダー研修会|払回柵跡の概要 |船木義勝|横手市公民館

7 山兄研修会 l払田柵跡の中枢部遺構 |小西秀典|横手市杉沢小学校PTA

7.251研修会 |払田柵跡の概要 I1団秀典lil山北町堀見内老人クラブ

史跡めぐり |払田柵跡の発掘の現状 |小西秀典|羽後町公民館

8.41老人大学学習会
IJAAjL :=~Bl大出市生涯教育推進センタ

払回締跡の発掘調査の経緯 黒丸三郎一

8.4f拓本講習会 |拓本のとりかた |船木義勝!秋田県教育関側員互助会

|Z供会リーダー腕1
8.7 郷土の遺跡払田 |柴田陽一叫i北町福祉課

8.181野外研修 l払田柵跡の発掘の現況 i黒丸二郎|秋田県教育関係職員互助会

8.1拘土学習会 |郷土の史跡めくり |黒丸三虫Blflll北町仙北中学校

8.2山北郡福祉大会 !払田柵助;(写真 出土品展示)1黒丸一郎|大曲仙北福祉事務所

|払間柵跡の発掘の現状 |船木制|羽後町教育委員会

9.141祖父母研修会 l郷土の史跡払田柵をみる |船木義勝|仙北町北幼稚断 TA

9.17[郷土研究会 |払田柵跡の発掘過程 |黒丸三郎|大森町公民館

9.291現地研修会 l払田柵跡ーの発掘の現況 _k西 秀典!大曲市文化財保護協会
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行事の名称 主 題 主催地



4事

③協力所員 小松昭雄

( 5 ) 宝章台上遺跡

①所在地秋田県雄勝郡稲川町宇大谷

期 間昭和53年10月 30 日 ~11 月 2 fI 

c3i 秋田県教育委員会丈化課

④協力所員柴田陽一郎

(6) 内林遺跡

①所在地秋田県山本郡峰浜村'r;l"l~本

会期 間昭平1153年11月6日-11月11日

③調査主体秋田県教育委員会文化諜

④ 協力所員高播忠彦

(7) 相染台遺跡

①所在地 秋 田 県 能 代 市 相 染 森

②期 間昭和53年11月 13 日 ~11月 18 日

③調査主体 秋田県教育委員会文化課

④ 協力所 船木義勝

(8) 中国面遺跡

①所在地秋田県山本郡峰浜村中田i出

期 間昭和53年11月13日--11月181=1

調査主体秋田県教育委員会文化課

④協力所 員柴田

重義務会議の開催

①第11回顧問会議昭和53年7JJ3，41:J

第12回顧問会議昭和53年10月25，2613 
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払田柄跡調査事務所要項

t 組織規定

秋田県教育委員会行政組織規則

第 6条(地方機関の設置)

名 称、 位 置

払田柵跡調査事務所 仙北郡仙北町

第 7条 文化課の所掌事務は，Ü~のとおりとする。

8 払田柵跡調査事務所に関すること。

W8条第2項

払田柵跡調査事務所の所掌事務は，次のとおりとする。

1 史跡払田柵跡の発掘およびこれに伴う l川士品の調主研究に関すること。

2 職員

(昭和54年 3月現在)

職 氏 名 備 考

月? 長 高橋 司 文化課長兼務

学芸主事 富樫泰時 文化課 兼務

芸主事 船木義勝

主 事 藤田 勉 文化課 兼務

2韓 師 柴田陽一郎

嘱 ~~ 黒丸一郎

調査補佐員 高橋忠彦

調査補助員 小松昭雄

整理補助員 田村龍子

イ山北町派 小西秀典 仙北町教育委員会主事補

3 顧問

払田柵跡調査事務所の発掘・調査研究を適正に実施するため，顧問を委嘱した。

顧問新野直吉(秋田大学教育学部教授 古代史学〉


